
















































事例１（よい事例と悪い事例を組み合わせ YouTube にアップロード済 詳細は 2．を参照） 
 よい事例１： 辛抱強く待って、学生に答えさせる。 
 悪い事例１： 我慢しきれず、教師が答えを言ってしまう。 
 
事例 2（よい事例と悪い事例を組み合わせて YouTubeにアップロード済 詳細は 2．を参照） 
 よい事例２： きちんと課題学生に言い直させ、リピートさせる。 
 悪い事例２： 課題を忘れて自由会話に脱線してしまう。 
 
事例３ 
 よい事例 3： 比較的自然なスピードで会話する。 
 悪い事例 3： 極端なフォリナートークを使い、学生を子供扱い。 
 
事例 4 
 よい事例 4： 既習／未習項目をコントロールして、課題に専念し、学生に練習させる。 
 悪い事例 4： 課題から脱線し、学生を英会話の相手にしてしまう。 
 
事例 5 
 よい事例 5： 学習者に最後まで発話させ、間違いは学生に訂正するように仕向けている。 
 悪い事例 5： 課題から脱線し、一方的に自由会話をしてしまう。 
 
事例 6 
 よい事例 6： 学習者の目を見てきちんと練習する。 











2.2 YouTube とワークショップの違い 
2010 年の編集は広く世間一般に活用してもらうために YouTube に載せるために行った。YouTube と
JLPで行っているワークショップとの違いは、以下の３点であると考えた。（表１） 
 
   表１ YouTube とワークショップの違い 
 YouTube ワークショップ 
対象者 世界中のあらゆる人 申し込みをした人 
やりとり 一方向 双方向 































（１） a. タイトル（文字） 
b. 課題の説明（文字と音声）：学習者と教師が行う課題の内容を例とともに示す。 
c. 視聴者への課題（文字と音声） 
d. 悪い例 1 回目（動画）：ビデオを最後まで通して見せる 





h. いい例 1 回目（動画）：ビデオを最後まで通して見せる 
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                明日授業を 休もう と思っています。 ＊１～３も同様に示す 
（1c）’ 視聴者への課題：それでは、これから日本語学習者と教師の練習を見ていただきます。 
どこが悪いのか、考えながらご覧ください。 



































（1l）’ クレジット：作成 国際大学 日本語プログラム www.iuj.ac.jp 
 
こ の よ う に 事 例 １ を 編 集 後 、 YouTube に ア ッ プ ロ ー ド し た 。 （ 参 照
http://www.youtube.com/watch?v=D6hKdtJbn5I） 同様に事例２の編集も行い、アップロードした。











2003 年撮影のビデオファイルの他に、自分の声の音声ファイルは、 IC レコーダーで録音し、
「.wma」ファイルを作っておいた。Windows ムービーメーカーを用いて筆者が行った作業は以下の通
りである。 











































・長さは 10 分以下 
・さまざまな形式４ 
さらに、アップロード画面では、動画について次の情報を入力する。 































２ youtube: 2005 年から開始された、動画共有サイト サイト本体 http://www.youtube.com/ youtube に
ついての概説 http://ja.wikipedia.org/wiki/YouTube (2010 年 6 月 29 日時点) 
３ http://upload.youtube.com/my_videos_upload（2010 年 6 月 27 日現在） 
 
４筆者が事例 1 を作成した時は、田口（2007）を参照した。対応フォーマットが、「.wmv」,「.avi」, 「.mov」, 
「.mpg」, 「.flv」に限られていた（p.193）。 
 
５ 2010 年 6 月 27 日時点 
 
６ 事例１（http://www.youtube.com/watch?v=D6hKdtJbn5I）は 2010 年 4 月 8 日、事例２
（http://www.youtube.com/watch?v=-2d4CAwFpk4）は 2010 年 5 月 27 日にアップロードした。それぞれ












 例：明日授業を休む→ 明日授業を休もうと思っています。 
 ⅰ）寮へ１０時までに帰る → 寮へ１０時までに帰ろうと思っています。 
 ⅱ）もっとスポーツをする → もっとスポーツをしようと思っています。 



































１．２. 事例 2 
   作成意図：絵を見ながら先生の質問に答える形式で、plain style/short form/だ体の推測 
  を表す「～と思います」といっしょに用いて複文を作る練習。質問するのは学習項目の～と思    
  いますを引き出すためのきっかけであり、学習したばかりの言語形式に留意しつつ行わなけ  
  ればならない、後もう少しで、自由な会話へと発展できる段階ではあるが、完全な自由会話を   






   Ｑ：何を読んでいると思いますか。Ａ：本を読んでいると思います。 
   Ｑ：何をしていると思いますか。 Ａ：テレビを見ていると思います。 

































































   
課題： 質問に対し、現実にもとづいて「～て～」と「～ないで、～」を使い分ける練習 


























日本人：あ、「入れずに」知らない。入れずには without putting milk. without putting  
        sugar かな。Do you put sugar, do you use sugar? 
 
1.5. 事例 5 








  日本人：タンさん、勉強が分からない時、友達は教えてくれますか。 
  学習者：はい。よく、教えてくれます。 




  学習者：投資学の授業が難しくて、よく分かりません。 
  日本人：ああ、 
  学習者：友だち、教えてあげます。 
  日本人：教えて、、、？ 
  学習者：ああ、教えてくれました。 
  日本人：そうですか。他にどんな勉強を教えてもらいますか。 
  学習者：他には、あの、日本語ですね。 
  日本人：あ、そうですか。 
  学習者：あの、日本人の学生はよく、はい、教えてくれます。 
  日本人：そう。じゃ、友だちが分からない時、タンさんはどうしますか。 
  学習者：わたしも教えてあげます。 






   日本人：タンさん、勉強が分からない時、友達は教えてくれますか。 
   学習者：はい。 
   日本人：あの、勉強、どんな勉強が分からない？ 
   学習者：投資学の授業が難しくて、、、 
   日本人：投資は僕もよくわからないな。投資学ってどんなことを勉強するんですか。 
   学習者：あの、、、 
   日本人：今、ちょうど、株価がね、、、。 
 
1.6. 事例 6 




     i)．今朝何時に起きましたか。 
     ii)．何を食べましたか。 















     
事例 6Ｂのポイント：文書ばかり見て、学習者が時制を間違えているのに気付かず、訂正もし
ない。 
   日本人：んーと。え、質問。じゃ、あの、ね、朝、何時に起きましたか。 
   学習者：なな時半に起きます。 
   日本人：なな時半。んーと、じゃあ、何を食べましたか。 
   学習者：パンを食べました。 
   日本人：夜寝る前に、何をしますか。 
   学習者：テレビを見ます。 
   日本人：できましたね。 
 
 
